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原 著
市町村国民健康保険加入者における特定保健指導

後のメタボリックシンドローム改善効果
………………………………………春山康夫，他

運動に対する充足感が高齢者および高齢者の運動
介入効果に与える影響
運動充足感と身体活動量からの検討
………………………………………桜井良太，他

公衆衛生活動報告
京都市における結核対策推進プロジェクトチーム

の活動………………………………伊藤正寛，他
研究ノート

在日ブラジル人妊産婦の日常生活と保健医療ニー
ズ
妊婦健診・家庭訪問でのフィールドワークより
………………………………………植村直子，他

授乳期の栄養方法の現状と母親の育児への思いに
関する分析
乳児健康診査のデータベースの分析から
………………………………………横山美江，他

連 載
ヘルスサービスリサーチ………………中尾睦宏

第回 ICOH 仕事と心血管疾患に

関する国際会議のお知らせ

会 期2013年 3 月27日（水）～30日（土）

テ ー マ―TOTAL PREVENTION OF CARDIOVASCULAR DISEASES―
From social, organizational, and clinical perspectives

開催場所北里大学白金キャンパス（東京都港区）

会 長堤 明純（北里大学医学部公衆衛生学教授）

公 用 語英語（一部のセッションでは日本語も併用される予定）

主 催国際産業保健学会「産業保健における循環器病学」科学委員会

第 6 回 ICOH 仕事と心血管疾患に関する国際会議 組織委員会

演題登録期間2012年10月16日（火）～11月30日（金）

問い合わせ先第 6 回 ICOH「仕事と心血管疾患に関する国際会議」事務局

北里大学医学部公衆衛生学教室内

TEL: 042–778–9352 FAX: 042–778–9257
E–mail: publichealth＠med.kitasato–u.ac.jp

詳細は学会ホームページ http://www.icoh2013.com をご覧ください。
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第59巻第 9 号は，原著 2 編，公衆衛生活動報告 1 編，

研究ノート 2 編，連載 1 編を掲載しています。原著は青

壮年の自傷行為と高齢者の日中の眠気について，それぞ

れ実態と関連要因を研究したものです。公衆衛生活動報

告は，新型インフルエンザ発生時の電話相談件数や医療

体制について，自治体間の比較を行ったものです。研究

ノートは，有症苦情事例などとして処理された原因不明

の食中毒と，料理単位法による食事調査の適用をそれぞ

れ検討しています。いつものことながら本号もバラエテ

ィに富んだ内容で，ご自分の専門にかかわらず，すべて

の論文を一読されることをお勧めします。

本誌の投稿規定では，原稿の種類が原著，短報，公衆

衛生活動報告，研究ノート，資料の場合，緒言，研

究方法，研究結果，考察という構成にするよう定め

ています。これらの原稿については，編集委員会が原著

から公衆衛生活動報告へ，あるいは原著から研究ノート

へなどと種類の変更を求めることがあります。これは，

あくまで原稿の内容に応じた種類を選ぶということで，

優劣をつけるものではありません。

少し話は変わりますが，根拠に基づく医療（EBM）

ではエビデンスのレベルというランク付けがあります。

ランダム化比較試験のメタアナリシスが最上位にあり，

専門家個人の意見が最下位にランクされます。ただ，研

究テーマによっては倫理的に介入研究が実施できないこ

ともあり，症例対照研究や場合によっては症例報告な

ど，選択できる最上位の研究デザインで適切に研究が実

施されることが求められます。

原稿の種類についても同様で，上記の構成に沿って，

できるだけ適切に記述いただくことが，論文の質を高め

ることになります。編集委員会では，公衆衛生学的意義

のある論文については教育的な査読も行い，会員の皆様

に読んでいただけるようお手伝いをしています。公衆衛

生の現場におられる皆様も，奮って投稿くださるようお

願いいたします。 （西 信雄）


